
ノ
（
＼
＼

吉
田
栄
一

私
「
イ
ー
ス
タ
ン
サ
バ
ー
ブ
で
家
を
探
し
て
い
る

ん
で
す
が
。
」

不
動
産
屋
「
お
名
前
は
？
」

私
「
エ
イ
イ
チ
・
ヨ
シ
ダ
と
い
い
ま
す
。
」

不
動
産
屋
「
…
」

私
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ル
フ
で
な
く
て
も
よ
い
の
で

す
が
…
」

不
動
産
屋
「
ド
イ
ツ
人
で
す
か
？
」

私
「
い
い
え
、
日
本
人
で
す
。
」

不
動
産
屋
「
あ
あ
、
あ
り
ま
す
よ
、
デ
リ
ー
通
り

六
四
番
に
。
」

私
は
三
年
半
の
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
滞
在
中
に

三
度
引
っ
越
し
た
。
な
ぜ
か
、
南
ア
の
不
動
産
屋

は
物
件
の
空
き
を
問
い
合
わ
せ
る
と
必
ず
ま
ず
姓

名
を
確
認
す
る
。
こ
れ
は
、
客
の
喋
る
ア
ク
セ
ン

ト
と
名
前
か
ら
「
人
種
」
を
判
断
す
る
た
め
で
あ

る
。
南
ア
人
は
、
混
血
を
主
と
す
る
「
カ
ラ
ー

ド
」
以
外
は
そ
の
名
字
で
人
種
の
お
お
よ
そ
の
見

当
が
つ
く
た
め
、
不
動
産
屋
は
家
主
の
人
種
選
好

に
適
合
す
る
か
ど
う
か
名
字
を
聞
い
て
判
断
し
よ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。
家
探
し
で
は
日
本
人
と
分

か
る
と
「
日
人
」
扱
い
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
の
南
ア
に
は
異
人
種
間

の
悲
恋
情
話
が
多
く
、
小
説
や
ド
ラ
マ
、
映
画
に

も
な
っ
て
い
る
。
あ
る
映
画
の
中
で
、
白
人
に
し

か
見
え
な
い
カ
ラ
ー
ド
女
性
が
、
白
人
警
官
と
恋

に
お
ち
、
遥
日
徳
法
」
違
反
の
罰
か
ら
免
れ
る
た

め
に
人
種
分
類
の
再
認
定
を
申
請
し
て
い
る
奇
妙

な
シ
ー
ン
を
思
い
出
す
。

検
査
官
「
あ
な
た
は
白
人
と
し
て
再
認
走
し
て
欲

し
い
と
の
請
求
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
白
人
の
言

語
を
話
し
、
白
人
地
区
に
生
ま
れ
育
ち
、
白
人
の

身
体
的
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
か
？
」

女
性
「
は
い
」

検
査
官
「
そ
れ
で
は
失
礼
し
ま
す
。
…
（
鉛
筆
を

女
性
の
長
髪
に
さ
す
）
…
あ
な
た
の
髪
（
の
縮
れ

且
太
ロ
）
は
明
ら
か
に
白
人
の
も
の
と
は
異
な
り
ま

す。」
女
性
「
…
蕪
言
）
∵
」

私
の
属
し
た
様
々
な
現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
、

胴
長
、
短
足
、
大
頭
の
非
白
人
で
あ
る
私
を
人
種

分
類
し
ょ
う
と
す
る
試
み
が
様
々
な
場
面
で
展
開

さ
れ
た
。

私
「
ヒ
ル
プ
ロ
ウ
で
車
上
狙
い
に
車
の
中
を
荒
ら

さ
れ
ま
し
た
。
」

警
桑
官
棄
人
）
　
「
名
前
は
？
」

私
「
エ
イ
イ
チ
・
ヨ
シ
ダ
で
す
。
」

警
察
官
「
…
薪
日
く
考
え
、
黙
っ
て
被
害
届
の
人

種
区
分
欄
で
黒
人
に
○
を
つ
け
る
）
」

私
「
…
（
僕
は
黒
人
か
？
）
…
」

＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

＊友
人
A
棄
人
）
「
お
ま
え
ら
白
人
に
非
白
人
の

気
持
ち
が
分
か
る
か
！
」

私
「
僕
は
白
人
じ
ゃ
な
い
よ
。
」

友
人
B
　
（
カ
ラ
ー
ド
）
　
「
そ
う
。
カ
ラ
ー
ド
だ

よ
O
」

私
「
…
令
僕
は
カ
ラ
ー
ド
か
？
）
…
」

私
は
し
ば
ら
く
の
滞
在
を
経
て
、
分
類
と
差
別

は
似
て
非
な
る
も
の
か
紙
一
重
か
、
何
れ
に
せ
よ

「
人
種
」
な
ど
他
人
が
決
め
れ
ば
よ
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
黒
人
に
○
を
つ
け
た
警
察
官
や
、
カ

ラ
ー
ド
と
い
っ
て
味
方
し
て
く
れ
た
友
人
の
、
私

を
南
ア
社
会
の
一
部
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
く

れ
た
そ
の
態
度
に
親
愛
の
念
す
ら
覚
え
た
。
非
日

本
人
を
外
人
と
呼
び
続
け
、
在
日
「
外
国
人
」
を

い
つ
ま
で
も
別
枠
に
縛
っ
て
い
る
の
が
わ
が
同
胞

で
あ
る
が
、
南
ア
の
友
人
は
、
滞
在
数
カ
月
後
に

は
「
も
う
何
カ
月
も
い
る
の
？
　
じ
ゃ
あ
も
う
南

ア
人
だ
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
言
葉
に
、

差
別
の
中
に
生
き
て
き
た
者
に
し
か
解
ら
な
い
、

人
種
分
類
の
重
み
と
限
界
を
考
え
続
け
た
三
五
〇

年
の
歴
史
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
律
上
の
人
種
分
類
が
な
く
な
っ
て
も
、
南
ア

人
の
中
に
刻
ま
れ
た
人
種
分
類
意
識
が
薄
ま
る
に

は
、
ヤ
ン
フ
ァ
ン
リ
ー
ペ
ッ
ク
が
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

に
上
陸
し
て
以
来
三
五
〇
年
間
で
築
き
上
げ
た

「
白
い
」
南
ア
史
と
同
様
の
年
月
が
必
要
な
の
か

も
知
れ
な
い
。

（
よ
し
だ
　
え
い
い
ち
／
地
域
研
究
第
二
部
）
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